
令和元年
9月15日

第125号

（一社）天竜建設業協会　浜松市天竜区二俣町鹿島491-5　☎〈053〉926-1562　ＦＡＸ〈053〉925-6468
電子メールアドレス jimutyo@tenkenkyo.net　ホームページ http//www.tenkenkyo.net/
編集・発行 広報委員会　題字 長谷川智彦　

会
報

　「昔、阿多古で雨が降らなくなった時、川の瀬戸渕に住む笛好きの竜神様の
もとに笛吹きの若者が行き、雨乞いのために笛を吹くと渕の中から女が現れ、竜
神様は病気なので笛の音で治してほしいと言われた。若者は竜神のいる竜宮城
で笛を吹き、病気を治した。すると雨が降り、以後幸せが続いた。」との言い伝え
があります。

竜神伝説が語られている阿多古川の滝（天竜区東藤平）
協会ダイジェスト ………………………………… 2
中部ライフガードTEC2019「防災・減災・危機管理展」の視察 … 3
天浜線の旅 …………………………………… 4
ちょっとおすすめグルメ／かんとくさん …………… 6
建設ギャラリー／災害危険個所調査の実施／最近のキーワード … 7
マイファミリー／コーヒーブレイク ……………… 8



第125号

　

令
和
元
年
度 
定
時
総
会
を
開
催

　

令
和
元
年
5
月
22
日
（
水
）、
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

長
谷
川
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、「
生

産
年
齢
人
口
が
減
少
し
て
い
る
中
、
建
設
業

に
お
い
て
も
将
来
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。
若
手
の
入
職
を
促
す
た
め
に

は
、
週
休
二
日
制
の
完
全
実
施
、
時
間
外
労

働
の
制
限
な
ど
働
き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
建
設
業
に
お
い
て
は
5
年

間
猶
予
さ
れ
た
も
の
の
待
っ
た
な
し
の
状
況

と
な
っ
て
い
る
。

　

当
協
会
と
し
て
も
、
浜
松
市
の
「
建
設
業

キ
ャ
リ
ア
講
座
」
へ
の
協
力
や
、
県
立
天
竜

高
校
土
木
実
習
授
業
へ
の
講
師
派
遣
、
親
子

現
場
見
学
会
の
開
催
等
、
微
力
で
は
あ
る
が

担
い
手
育
成
に
皆
さ
ん
と
と
も
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
と
決
算

案
に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
結
果
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
機
関
と
の
意
見
交
換
会
開
催

会
員
の
知
識
・
経
験
の
活
用
を
要
望

　

5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
国
、
県
、
市
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
は
、
天
竜
地
域
を
守
る
建
設

業
者
の
持
続
的
な
経
営
の
た
め
の
予
算
確
保

や
働
き
方
改
革
実
現
の
基
礎
と
な
る
適
正
な

工
期
設
定
と
施
工
時
期
の
平
準
化
、
大
規
模

災
害
時
の
通
信
手
段
の
確
保
等
に
つ
い
て
要

望
し
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
天
竜
区
内
は
中
山
間
地
特
有
の
現

場
が
多
く
、
設
計
内
容
と
現
場
が
か
み
あ
わ

な
く
て
手
戻
り
と
な
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
現
場

に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
会
員
の
知
識
・
経
験

を
提
供
す
る
窓
口
を
協
会
に
設
置
し
た
こ
と

を
各
行
政
機
関
に
伝
え
、
積
極
的
な
活
用
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
・
安
全
大
会
を
開
催

工
事
事
故
根
絶
を
誓
う

　

7
月
2
日
、
協
会
と
建
災
防
天
竜
分
会

は
、
来
賓
・
会
員
49
名
の
出
席
の
も
と
、
秋

葉
神
社
上
社
に
お
い
て
令
和
元
年
度
安
全
祈

願
祭
・
安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
天
竜
区
管
内
に
お
い
て
多
く
の

工
事
事
故
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
長
谷
川

会
長
か
ら
は
リ
ス
ク
管
理
の
徹
底
に
よ
る
工

事
事
故
の
撲
滅
を
、
会
員
に
強
く
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

　

ま
た
、
黒
川
安
全
委
員
長
は
、
6
月
に
開

催
さ
れ
た
県
浜
松
土
木
事
務
所
と
の
「
工
事

事
故
根
絶
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
」
の
状

況
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
本
年
8
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
伐
木
作
業
等
の
安
全
対
策
の
強

化
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を
し
ま
し
た
。

 

こ
の
後
、
表
彰
式
を
行
い
、
優
良
事
業
所

3
社
と
安
全
標
語
の
優
秀
作
品
3
点
を
表
彰

し
ま
し
た
。

天
竜
高
校
の
土
木
授
業
に
講
師
派
遣

若
年
入
職
者
の
確
保
・
育
成

　

静
岡
県
立
天
竜
高
校
の
土
木
授
業
に
、
当

協
会
員
の
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
を
講
師
と
し
て

派
遣
す
る
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
は
、
昨
年
度
か
ら
天
竜
高
校
の

要
請
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
当

協
会
と
し
て
は
天
竜
区
の
建
設
業
を
支
え
る

若
年
入
職
者
の
確
保
・
育
成
に
つ
な
げ
る
た

め
、
積
極
的
に
支
援
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
長
谷
川
会
長
の
天
龍
土
建
工
業

（
株
）
か
ら
講
師
を
派
遣
、
進
路
決
定
前
の
環

境
科
2
年
13
名
を
対
象
と
し
て
、
10
月
ま
で

に
6
回
程
度
講
師
を
派
遣
す
る
予
定
で
す
。

　

初
日
は
阿
多
古
協
同
組
合
の
生
コ
ン
工
場

と
天
竜
草
木
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
を
見
学

し
た
後
、
実
習
室
に
お
い
て
長
谷
川
会
長
が

建
設
業
の
あ
ら
ま
し
を
、
浜
中
氏
が
コ
ン
ク

リ
ー
ト
施
工
実
習
の
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

2
回
目
以
降
は
、
型
枠
組
立
の
実
習
に
取

り
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

上
期協

会
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト長谷川　智彦 会長

行政幹部職員との意見交換会

阿多古生コン工場見学

秋葉神社上社での安全祈願祭
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第125号

▼
は
じ
め
に

　

五
月
三
十
日
（
木
）、
天
竜
建
設
業
協
会

企
画
青
年
委
員
会
の
活
動
で
、
柏
崎
委
員
長

を
は
じ
め
各
地
区
委
員
七
名
で
第
七
回
中
部

ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
T
E
C
2
0
1
9
「
防
災
・

減
災
・
危
機
管
理
展
」
の
視
察
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
の
展
示
会
は
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ

な
ご
や
に
お
い
て
名
古
屋
国
際
見
本
委
員

会
、（
公
財
）
名
古
屋
産
業
振
興
公
社
主
催
、

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
共
催
、
内
閣

府
、
農
水
省
、
経
産
省
、
消
防
庁
等
の
後
援

の
元
、
多
数
の
企
業
が
出
展
し
盛
大
に
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

出
展
内
容
は
、
B
C
P
・
B
C
M
関
連
、

避
難
・
備
蓄
対
策
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
地
震
・

風
・
水
・
雷
害
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
・
長

寿
命
化
対
策
、
IT
・
シ
ス
テ
ム
関
連
、
ロ
ボ
ッ

ト
・
ド
ロ
ー
ン
関
連
や
労
働
安
全
対
策
等
多

岐
に
わ
た
る
展
示
と
な
っ
て
い
て
、
各
フ
ロ

ア
に
報
道
関
係
者
、
各
種
団
体
、
た
ぶ
ん
同

業
者
（
日
焼
け
の
具
合
か
ら
）
ら
が
興
味
深

く
説
明
を
聞
い
た
り
製
品
を
手
に
取
っ
た
り

し
て
大
変
な
賑
わ
い
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
印
象
的
な
展
示
品
と
し
て

　

今
回
出
展
さ
れ
た
数
は
企
業
、
団
体
含
め

77
件
あ
り
ま
し
た
が
、
建
設
業
者
の
視
点
か

ら
す
る
と
ど
う
し
て
も
ド
ロ
ー
ン
、
マ
ル
チ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
撮
影
か
ら
点
群
デ
ー
タ
の

解
析
、
カ
メ
ラ
の
ク
ラ
ウ
ド
管
理
等
に
目
が

行
き
が
ち
で
す
が
、
今
回
同
行
し
た
委
員
が

一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
チ
ェ
ー
ン
式
連
続

集
材
装
置
な
る
も
の
で
し
た
。
さ
す
が
山
間

部
の
業
者
さ
ん
だ
な
と
我
な
が
ら
感
心
し
ま

し
た
。
簡
単
に
安
全
に
集
材
が
で
き
る
も

の
で
今
年
中

に
発
売
予
定

だ
そ
う
で
す
。

詳
し
く
は
私

以
外
の
委
員

に
聞
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

▼
ま
と
め

 　

伊
勢
湾
台
風
か
ら
六
十
年
が
過
ぎ
、
そ

の
後
も
毎
年
の
よ
う
に
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
て
、
多
く
の
人
々
が
犠
牲
に
な
っ
た

り
被
災
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、

B
C
P
（
事
業
継
続
計
画
）
を
各
公
共
団
体

が
企
業
に
対
し
て
策
定
の
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
各
委
員
、
会
社
に
戻
り
今
回
視
察
し
た

内
容
を
報
告
し
皆
で
理
解
し
、
企
業
が
自
然

災
害
等
の
緊
急
事
態
に
遭
遇
し
た
際
に
、
事

業
資
産
の
損
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う

な
準
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
参
加
メ
ン
バ
ー
）

柏
崎
（
委
員
長
）、
道
林
尚
人
、
石
川
知
弘

古
山
美
津
樹
、
高
木
学
、
松
下
進
介

竹
内
大
詞
、
松
本
博
文

中
部
ラ
イ
フ
ガ
ー
ド
T
E
C
2
0
1
9

「
防
災
・
減
災
・
危
機
管
理
展
」
の
視
察

企
画
青
年
委
員
会
委
員

企
画
青
年
委
員
会 

視
察
研
修
会

視察するブースを吟味する一行

ポータブル蓄電システムの見学

一番盛り上がった「チェーン式連続集材装置」の見学 山間部での活用が期待できる
新開発の集材装置

1959.9伊勢湾台風襲来から60年…

3 T E N R Y U ― 2 0 1 9 . 9 . 1 5



第125号

▼
は
じ
め
に

　

7
月
31
日
、
天
竜
建
設
業
協
会
広
報

委
員
四
人
で
、
二
俣
町
内
を
散
策
し
な

が
ら
取
材
し
て
参

り
ま
し
た
。

 

こ
の
日
、
天
竜

区
二
俣
町
地
内

は
、
35
度
の
猛
暑

で
、
命
懸
け
の
取

材
で
し
た
。

▼
袴
田
喜
長
頌し
ょ
う
と
く
ひ

徳
碑

　

最
初
に
二
俣
の
町
を
水
害
か
ら
守
っ

て
く
れ
た
袴
田
喜
長
碑
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

こ
の
碑
は
、1
9
8
4
年
（
昭
和
59
年
）

に
袴
田
喜
長
の
功
績
を
た
た
え
、
二
俣
川

堀
割
現
地
の
二
俣
南
口
に
頌
徳
碑
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
俣
村
は
、
大
雨
に
よ
っ
て
天
竜
川

が
増
水
す
る
た
び
に
、
村
中
を
流
れ
る

二
俣
川
が
逆
流
し
大
変
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　

袴
田
喜
長
は
、
現
在
の
河
口
を
苦
労

の
末
に
掘
り
割
り
河
川
を
付
け
替
え
、

水
害
か
ら
村
を
救
い
ま
し
た
。
工
事
に

は
、
延
べ
2
万
3
千
人
が
加
わ
り
、
袴

田
喜
長
は
、
私
財
を
投
じ
て
二
俣
川
の

改
修
工
事
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▼
F
u
k
u 

C
a
f
é（
フ
ク
カ
フ
ェ
）

　

汗
び
っ
し
ょ
り
で
フ
ク
カ
ェ
に
到

着
。
日
光
天
然
の
氷
で
作
る
ふ
わ
ふ
わ

で
き
め
細
か
い
氷
は
、
今
ま
で
食
べ
た

か
き
氷
と
は
全
く
別
物
。
暑
い
日
は
、

天
竜
区
二
俣
町
ま
で
足
を
運
ん
で
も
食

べ
た
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
か
き

氷
で
す
。

▼
二
光
滝

　

フ
ク
カ
ェ
の
前
に
二
光
滝
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
光
滝
の
「
二
光
」
と
は
、

二
俣
の
「
二
」
と
光
明
の
「
光
」
で
す
。

　

近
く
に
鳥
居
が
あ
り
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
急
な
階
段
が
右
へ
左
へ
折
れ
続

い
て
い
ま
し
た
。

天
浜
線
の
旅

ふ
た
ま
た
の
見
処
・
味
処　
第
四
回　

二
俣
駅
周
辺

広
報
委
員　

天
龍
土
建
工
業
（
株
）　

福
田　

匠

只今の気温35℃袴田石碑

カフェ玄関に立つ清水委員長

小角役行者尊 二光滝

二俣川

衝撃的なふわふわ感のかき氷
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第125号

　

ヤ
マ
タ
ケ
の
蔵
は
、
材
木
商
な
ど
営
ん

で
い
た
内
山
家
が
、
明
治
前
期
か
ら
大

正
時
代
に
か
け
て
建
造
し
た
蔵
で
す
。

　

木
造
2
階
建
て
の
新
蔵
は
、
1
9
2
3

年
に
衣
装
部
屋
と
し
て
建
て
ら
れ
、
外

観
は
石
造
り
風
な
が
ら
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

の
良
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
い
ま
す
。

　

南
側
の
蔵
は
、
レ
ン
ガ
造
り
平
屋
建

て
。
内
部
は
、
使
用
人
部
屋
、
ト
イ
レ
、

倉
庫
に
仕
切
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

北
側
の
蔵
は
、
土
蔵
造
り
一
部
平
屋

の
2
階
建
て
で
、
外
壁
は
、
し
っ
く
い

が
塗
ら
れ
て
い
ま
す
。
和
く
ぎ
を
使
っ

て
い
る
た
め
、
明
治
時
代
前
半
に
建
築

さ
れ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

▼
さ
い
ご
に

　

今
回
二
俣
町
内
を
歩
い
て
み
ま
し
た

が
、
立
ち
止
ま
っ
て
み
ま
す
と
、
普
段

見
慣
れ
た
と
こ
ろ
に
も
、
た
く
さ
ん
の

味
処
・
見
処
が
あ
る
事
を
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
今
回
は
、
ほ
ん
の
一
部
の
紹

介
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
の
歴
史
あ
る
施
設
等
が
あ
り
ま

す
。

　

是
非
、
皆
さ
ん
も
二
俣
の
街
並
み
を

散
策
し
て
み
て
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の

あ
る
建
物
を
見
な
が
ら
楽
し
ん
で
も
ら

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
辿
り
着
い
た
所
は
、
少
し

だ
け
広
く
平
ら
な
場
所
が
あ
り
、
そ
こ

に
古
そ
う
な
石
仏
が
あ
り
ま
し
た
。

　

勇
気
が
あ
っ
た
ら
、
登
っ
て
み
て
下

さ
い
。

　

こ
こ
か
ら
眺
め
た
二
俣
の
街
並
み
景

色
は
大
変
き
れ
い
で
し
た
。

▼
陸
軍
中
野
学
校
二
俣
分
校
跡
碑

　
《
伝
説
の
日
本
男
児 

小
野
田
元
陸
軍

少
尉 

》

　

次
に
訪
れ
た
の
は
陸
軍
中
野
学
校
二

俣
分
校
の
跡
碑
で
す
。

　

陸
軍
中
野
学
校
は
、
諜
報
や
防
諜
宣

伝
な
ど
秘
密
戦
に
関
す
る
教
育
や
訓
練

を
目
的
と
し
た
大
日
本
帝
国
陸
軍
の
軍

学
校
情
報
機
関
で
し
た
が
、
二
俣
分
校

は
そ
の
中
で
も
ゲ
リ
ラ
戦
術
・
破
壊
工

作
の
訓
練
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
た
後
も
30
年
近
く

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
パ
ン
グ
島
に
残
り
、

戦
い
続
け
た
故
小
野
田
寛
郎
少
尉
が
、

こ
ち
ら
の
卒
業
生
で
す
。
有
名
な
話
で

す
ね
。

　

現
在
で
は
分
校
の
あ
っ
た
場
所
が
、

浜
松
市
天
竜
区
役
所
南
館
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

▼
マ
ル
カ
ワ
の
蔵

　

こ
ち
ら
は
、
約
1
3
0
年
前
の
明
治

時
代
に
呉
服
屋
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、そ
の
後
は
酒
屋
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　

店
先
に
は
酒
樽
や
酒
瓶
が
並
べ
ら
れ
、

住
時
の
風
情
が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ヤ
マ
タ
ケ
の
蔵

石仏山頂（烏帽子山）からみる二俣の街並み

陸軍中野学校二俣分校跡碑

テレビ放映された「まるかわの蔵」登録有形文化財「ヤマタケの蔵」
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今
回
は
春
野
の
老
舗
和
菓
子
屋
『
月
花

園
』
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

　

代
表
作
は
白
あ
ん
菓
子
「
青
ね
り
」
で

す
。

広
報
委
員　

森
下　

達
登

◆
和
菓
子
の
月
花
園
◆

住　
　

所　

〒
4
3
7

－

0
6
2
5

　
　
　
　
　

浜
松
市
天
竜
区
春
野
町

　
　
　
　
　
　
　
　

堀
之
内
9
7
3

－

4

営
業
時
間　

8
時
〜
19
時

定
休
日　

ほ
ぼ
年
中
無
休

電　
　

話　

 

0
5
3

－

9
8
5

－

0
0
1
4

　

80
年
程
前
に
春
野
の
銘
菓
を
作
る
べ

く
、和
菓
子
職
人
達
が
集
い
研
究
を
重
ね
、

生
ま
れ
た
も
の
で
、
形
は
秋
葉
山
と
下
流

に
流
れ
る
川
を
、
色
は
新
茶
を
、
中
身
は

気
田
川
の
清
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
あ
ん

で
す
。（
3
代
目
瀬
戸
氏
談
）

　

見
た
目
は
き
れ
い
な
緑
色
で
上
に
ゴ
マ
が

数
粒
乗
っ
て
い
ま
す
。
食
し
て
み
る
と
甘
さ

控
え
目
な
白
餡
と
外
側
の
皮
が
と
て
も
マ
ッ

チ
し
て
い
ま
す
。
食
べ
進
め
る
と
ゴ
マ
の
風

味
が
効
い
て
大
変
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
先
々
代
の
頃
に
秋
葉
神
社
の
お

土
産
を
考
案
し
て
く
れ
な
い
か
と
の
依
頼

を
受
け
誕
生
し
た
「
秋
葉
さ
ん
最
中
」
も

長
年
愛
さ
れ
て
い
る
自
信
作
で
す
。

　

最
後
に
37
年
前
に
町
お
こ
し
の
一
環
と

し
て
巨
大
な
天
狗
面
が
春
野
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
の
を
機
に
先
代
が

考
案
し
た
「
天
狗
饅
頭
」
も
甘
さ
控
え
目

で
絶
品
で
す
。

　

平
成
31
年
4
月
よ
り
天
竜
農
林
局 

森
林
経
営
課
に
配
属
さ
れ
、
主
に
林
道

工
事
の
発
注
や
監
督
等
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
天
竜
地
域
に
訪
れ
た
の
は

初
め
て
で
、
仕
事
も
地
理
も
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
職
場
の

先
輩
方
の
お
世
話
に
な
り
な
が
ら
日
々

業
務
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　

天
竜
は
深
い
青
や
碧
に
澄
ん
だ
綺
麗

な
川
や
、
充
実
し
た
森
林
資
源
に
恵
ま

れ
て
お
り
、
現
場
へ
赴
く
際
に
は
、
美

し
い
自
然
が
豊
か
な
地
域
の
特
色
を
肌

で
感
じ
て
い
ま
す
。
美
し
い
自
然
を
守

り
、
森
林
整
備
や
林
業
、
地
域
の
方
々

の
よ
り
良
い
暮
ら
し
に
、
林
道
整
備
を

通
じ
て
貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り

た
い
で
す
。

　

経
験
を
重
ね
て
仕
事
へ
の
理
解
を
深

め
、
早
く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
場
の
方
々
に

は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
と
も
ご
指

導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

静岡県西部農林事務所 
天竜農林局森林経営課

白井　実栗

か
ん
と
く
さ
ん

か
ん
と
く
さ
ん

　

現
在
は
3
代
目
が
伝
統
を
受
け
継
ぎ
ア

レ
ン
ジ
を
加
え
た
「
キ
ウ
イ
青
ね
り
」
等

も
好
評
で
す
。

　

浜
松
方
面
か
ら
は
（
国
）
3
6
2
号
若

身
橋
信
号
を
右
折
（
袋
井
・
森
方
面
へ
）

30
m
ほ
ど
で
到
着
で
す
。

　

ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

代表作「青ねり」 昭和5年創業「月花園」

自信作「秋葉さん最中」

絶品「天狗饅頭」アレンジ作「キウイ青ねり」
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建設ギャラリー

工事名称   平成30年度 森林環境保全整備 地八吉沢線5工区工事
工事場所   浜松市天竜区佐久間町浦川
工　　期   平成30年8月24日～令和元年6月17日
発 注 者   静岡県 西部農林事務所
施工業者　 株式会社 浦川建設
工事概要   ・林道開設 延長L=31m  幅員W=4m  ・岩石掘削V=2,597m3

　　　　　　 ・モルタル吹付工A=616.7m2　・重力式擁壁工V=56.8m3　
　　　　　　 ・コンクリート路面工A=135m2

　工事金額の約40%を占める岩石掘削は、
最大掘削高が20mを超えるものでした。
　随所に現れる硬岩質な部分には進捗上か
なり悩まされました。
　また、掘削の進行に併せて、岩石片の緩
んだ箇所や、浮石の除去を定期的に時間を
かけて実施したことにより、落石による事
故を防ぎつつ、無事に竣工を迎えることが
できました。

最
近
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
特
定
技
能
外
国
人
」　　

 

　

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
改
正
出
入
国
管
理
法
の
施
行
に
よ
り
外

国
人
材
を
受
け
入
れ
る
新
た
な
在
留
資
格

「
特
定
技
能
」
が
創
設
さ
れ
た
。

　

建
設
分
野
の
受
け
入
れ
対
象
職
種
は
▽
型

枠
施
工
▽
左
官
▽
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
▽
ト

ン
ネ
ル
推
進
工
▽
建
設
機
械
施
工
▽
土
工
▽

屋
根
ふ
き
▽
電
気
通
信
▽
鉄
筋
施
工
▽
鉄
筋

継
手
▽
内
装
仕
上
げ
―
の
11
職
種
。
国
土
交

通
省
は
さ
ら
に
、
▽
と
び
▽
建
設
塗
装
（
建

築
・
土
木
）
▽
配
管
▽
建
築
大
工
▽
溶
接
―

な
ど
も
追
加
す
る
方
向
で
調
整
を
進
め
て
い

る
。

　

建
設
分
野
で
特
定
技
能
外
国
人
を
受
け
入

れ
る
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
。

大
前
提
と
な
る
の
は
「
受
入
計
画
の
作
成
と

国
土
交
通
大
臣
に
よ
る
審
査
・
認
定
」
が
必

要
な
点
。
特
定
技
能
外
国
人
受
入
事
業
実
施

法
人
（
建
設
技
能
人
材
機
構
）
へ
の
加
入
や

受
入
企
業
と
特
定
技
能
外
国
人
の
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録
、
同
一
技

能
の
日
本
人
と
同
等
額
以
上
の
安
定
的
な
賃

金
支
払
い
な
ど
が
認
定
基
準
だ
。

　

こ
の
受
入
計
画
に
つ
い
て
国
土
交
通
省

は
、
鉄
筋
施
工
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
、
内

装
仕
上
げ
の
3
職
種
で
申
請
が
あ
っ
た
5
件

（
5
社
・
9
人
）を
7
月
30
日
に
初
認
定
し
た
。

法
務
大
臣
に
よ
る
入
国
審
査
が
通
れ
ば
特
定

技
能
1
号
外
国
人
と
し
て
最
長
5
年
在
留
で

き
、
技
能
検
定
な
ど
の
上
級
試
験
を
パ
ス
す

れ
ば
在
留
期
間
の
更
新
が
無
制
限
と
な
る
特

定
技
能
2
号
の
道
も
用
意
さ
れ
る
。

　

技
能
実
習
、
建
設
就
労
者
受
入
事
業
な
ど

外
国
人
の
在
留
に
ま
つ
わ
る
制
度
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
わ
る
中
、
違
い
を
よ
く
理
解
し
て

経
営
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

　

企
画
青
年
委
員
会
は
6
月
下
旬
、
災
害

時
に
備
え
た
災
害
危
険
個
所
調
査
を
、
5

地
区
（
天
竜
、
龍
山
、
春
野
、
佐
久
間
、

水
窪
）
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
県
浜
松
土
木
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
平
成
28
年
度
か
ら
始
め
た
も
の

で
、
今
年
度
天
竜
地
区
で
は
、
前
年
度

ま
で
の
危
険
度
A
の
再
点
検
と
、
国
道

1
5
2
号
（
鹿
島
八
幡
神
社
〜
秋
葉
ト
ン

ネ
ル
間
）
及
び
渡
ケ
島
横
山
線
の
2
路
線

を
全
3
班
に
分
か
れ
て
調
査
、
65
箇
所
の

危
険
箇
所
を
洗
い
出
し
、
5
地
区
全
体
と

し
て
は
1
3
4
箇
所
の
調
査
報
告
を
ま
と

め
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
河
川
・
道
路
ご
と

に
整
理
し
、
柏
崎
委
員
長
が
8
月
5
日
に

県
・
市
土
木
に
報
告
、
被
災
時
の
迅
速
な

応
急
復
旧
へ
の
活
用
を
要
望
し
ま
し
た
。

災
害
危
険
個
所
調
査
の
実
施

県
・
市
土
木
事
務
所
に
報
告徒歩で調査をする企画青年委員
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我
が
家
に
は
2
人
の
娘
が
い
ま
す
。
長
女
向ひ

ま

り
日
葵
4
歳

（
年
中
）、
次
女
な
ず
な
1
歳
で
す
。

　

長
女
は
幼
稚
園
に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
す
が

若
干
し
っ
か
り
し
て
き
ま
し
た
。
同
級
生
が
3
人
と
少
な

い
で
す
が
皆
仲
良
く
、
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

次
女
は
最
近
歩
く
よ
う
に
な
り
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
お

風
呂
は
大
好
き
で
水
も
怖
が
る
事
が
な
い
の
で
、
つ
い
つ

い
長
湯
に
な
り
私
の
方
が
の
ぼ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

休
日
に
佐
久
間
ダ
ム
の
電
力
館
に
行
き
「
や
ま
び
こ

ポ
イ
ン
ト
」
で
山
に
向
か
っ
て
叫
ん
で
や
ま
び
こ
を
初

体
験
し
ま
し
た
。
昼
食
は
、
近
く
の
河
川
敷
に
て
家
で

つ
く
っ
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
後
、
山
菜
取
り
に
行
き

帰
宅
し
ま
し
た
。
夕
飯
は
山
で
収
穫
し
た
山
菜
の
天
ぷ

ら
を
2
人
の
娘
は
大
変
気
に
入
っ
た
ら
し
く
す
べ
て
た

い
ら
げ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
自
然
の
中

で
の
び
の
び
と
元
気

に
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
浜
松
磐
田
信
用
金
庫
鹿
島
支
店
の
市
川

楓
笑
で
す
。
私
は
高
校
を
卒
業
し
、
入
庫
し
て
5
年
目
に

な
り
ま
す
。
こ
の
春
、
鹿
島
支
店
へ
異
動
と
な
り
窓
口
係

と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

異
動
し
て
き
て
4
ヶ
月
が
経
ち
ま
す
が
、
お
客
様
み
な

さ
ん
が
や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
の
で
、
と
て
も

安
心
し
て
業
務
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
合
併
も
あ
り
、
合
併
か
ら
半
年
以
上
経
っ
て
い

ま
す
が
、
慣
れ
な
い
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
ま
だ

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

合
併
と
異
動
と
慣
れ
な
い
環
境
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
お
客
様
の
お
役
に
立
つ
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

知
識
の
習
得
や
お
客
様
の
ご
要
望
に
的
確
か
つ
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

浜
松
磐
田
信
用
金
庫
で
は
、
職
員
一
同
、
お
客
様
に

気
持
ち
よ
く
お
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
笑
顔
で
の
対

応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
ご
来
店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

My
Familly
My

Familly

浜松磐田信用金庫鹿島支店

市川　楓
か

笑
え正光建設（株）

片桐　正臣

土木施工管理技士の皆様へ
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